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解
題

　

蕉
風
を
是
と
す
る
俳
諧
観
か
ら
見
れ
ば
、
邪
道
と
さ
れ
る
に
違
い

な
い
。
珍
奇
な
話
題
を
好
ん
で
取
り
上
げ
た
俳
諧
辞
書
で
あ
る
。
例

を
挙
げ
る
と
、

　
　

婆
雪
隠　

駿
河
御
城
内
に
有
り
。
老
女
の
妖
物
出
る
故
、
か
く

云
と
ぞ
。

　
　

不こ
ろ
ば
ず
の転

橋　

総
州
に
あ
り
。
此
橋
に
て
こ
ろ
ぶ
者
は
、
其
年
の
内

に
死
す
る
や
う
に
云
ひ
な
ら
は
し
、
祝
し
て
一
舛
食
喰
ふ
と

也
。

　
　

溜
住
居　

江
戸
に
有
。
世
間
の
悪
た
れ
者
、
多
く
集
り
居
る
所

を
云
。
乞
食
小
屋
也
。
無
藝
の
や
く
ざ
者
、願
人
坊
主
抔
也
。

　
　

外
道
波　

六
月
廿
八
九
日
に
極
て
立
、
大
波
也
。
遠
州
辺
に
有

る
と
也
。

　
　

馬
聖　

こ
も
僧
の
事
を
云
。馬
は
尺
八
を
聞
て
余
念
な
き
物
也
。

仍
か
く
云
。

　
　

順ぼ
う
ふ
り
む
し礼　

順
礼
を
云
。
皆
棒
を
持
者
故
、
此
異
名
有
。

　
　

笋
姥　

江
戸
堺
町
、
歌
舞
妓
子
を
抱
へ
て
金
を
借
し
け
る
也
。

　
　

猫
先
生　

江
戸
の
人
。
儒
者
也
。
猫
を
多
く
飼
て
愛
せ
し
人
と

ぞ
。

　
　

三
屋
の
馬
鹿　

た
ゝ
き
金
を
持
て
か
け
ま
は
る
者
也
。
足
早
成

る
こ
と
に
喩
る
道
具
也
。
あ
り
く
事
、
極
て
早
足
な
り
。

　
　

干
鱈
先
生　

大
儒
也
。常
住
の
食
事
に
干
鱈
を
好
ん
で
喰
ふ
故
、

此
の
名
有
り
。

　
　

如
来
手　

碁
を
う
つ
時
の
手
つ
き
を
云

こ
ん
な
具
合
で
、
興
味
深
い
当
世
語
彙
に
満
ち
て
い
る
。
実
在
の
儒

者
の
あ
だ
名
と
思
し
い
「
猫
先
生
」
や
「
干
鱈
先
生
」
な
ど
、
竹
皮

草
履
を
自
ら
拵
え
て
生
活
の
資
と
し
た
た
め
に
、
世
人
か
ら
「
皮
履

塩

村
　

耕

雑
俳
的
俳
諧
の
参
考
書
『
名
所
山
水
辺
居
所
人
倫
支
躰
』
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先
生
」
と
呼
ば
れ
た
中
根
東
里
の
こ
と
が
連
想
さ
れ
る
。

　

三
河
西
尾
近
郊
の
寺
津
村
（
西
尾
市
寺
津
町
）
に
あ
る
寺
津
八
幡

宮
の
神
主
で
国
学
者
、
渡
辺
政
香
（
一
七
七
六
～
一
八
四
〇
）
が
、

文
政
六
年
に
公
開
図
書
館
と
し
て
神
社
に
附
設
し
た
文
庫
は
、
西
尾

市
岩
瀬
文
庫
の
原
点
と
い
う
べ
き
存
在
で
、
そ
こ
に
あ
っ
た
書
籍
は

岩
瀬
文
庫
に
吸
収
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
雑
多
な
資
料
群
を

十
七
冊
に
合
綴
し
た
も
の
が
、「
政
香
雑
録
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て

い
た（
昔
の
岩
瀬
文
庫
に
よ
る
合
綴
）。我
々
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、

そ
う
い
っ
た
一
括
資
料
も
一
点
一
点
解
き
ほ
ぐ
し
て
書
誌
記
述
を
し

て
い
る
。
そ
の
第
十
一
冊
目
に
合
綴
さ
れ
た
中
の
第
七
冊
に
本
書
は

あ
っ
た
。
普
通
に
は
、
そ
の
存
在
に
気
づ
き
が
た
い
資
料
で
あ
る
。

　

略
書
誌
を
示
す
と
、写
本
大
本
一
冊（
二
十
四
・
五
×
十
六
・
五
糎
）。

共
紙
表
紙
前
後
各
一
丁
、
本
文
は
全
二
十
九
丁
。
原
表
紙
の
左
肩
に

書
外
題
「
名
所
山
水
辺
居
所
人
倫
支
躰
」。
外
題
は
後
筆
と
見
ら
れ

る
が
、
外
に
原
書
名
を
う
か
が
う
手
が
か
り
は
な
く
、
仮
に
こ
れ
を

書
名
と
し
て
お
く
（
以
下
「
名
所
山
水
辺
」
と
略
称
）。
序
跋
や
奥

書
等
は
な
い
。
近
世
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
書
写
。

　

内
容
は
、
俳
諧
に
用
い
ら
れ
る
奇
異
な
語
彙
を
挙
げ
、
下
段
に
簡

略
な
注
記
を
施
し
た
俳
諧
辞
書
で
あ
る
。
全
体
を
「
名
所
古
跡
山
類

水
辺
居
所
居
所
用
」「
人
倫
并
古
事
」「
支
躰
」
に
部
類
す
る
。
語
彙

は
当
代
性
と
卑
俗
さ
が
著
し
く
、
雑
俳
な
い
し
雑
俳
的
な
俳
諧
の
参

考
に
供
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
語
彙
選
択
の
面
白
さ
は
際
立
っ

て
お
り
、
稀
少
資
料
と
し
て
翻
刻
紹
介
す
べ
き
と
考
え
た
所
以
で
あ

る
。

　

ま
ず
内
容
に
基
づ
き
、
成
立
に
つ
い
て
推
定
を
試
み
た
い
。
人
倫

の
部
の
末
に
「
関
四
郎　

去
る
関
白
の
御
子
也
。
男
伊
達
を
好
み
玉

い
し
人
也
。
故
に
関
四
郎
と
呼
し
也
。
松
平
紀
伊
守
殿
ノ
諸
司
代
ノ

時
分
也
」
と
の
記
事
が
あ
る
。
松
平
紀
伊
守
は
丹
波
篠
山
藩
主
の
松

平
信
庸
の
こ
と
で
、
京
都
所
司
代
を
務
め
た
の
は
元
禄
十
年
よ
り
正

徳
四
年
と
な
る
。
こ
の
一
件
は
、
尾
張
藩
士
、
奥
村
徳
義
の
旧
蔵
で
、

岩
瀬
文
庫
現
蔵
の
写
本
『
人
品
伝
記
』
に
も
記
事
が
載
る
。
ま
た
奥

村
徳
義
に
よ
る
随
筆
『
松
涛
棹
筆
』（
注
１
）
で
は
『
視
聴
実
記
』
よ
り

同
じ
記
事
を
引
い
て
お
り
、
引
用
元
の
正
体
が
知
ら
れ
る
。
実
は
岩

瀬
の
『
人
品
伝
記
』
も
『
視
聴
実
記
』
の
抄
写
本
な
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、『
視
聴
実
記
』
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
重
要
資
料
な
の
で
、
こ
こ
で
少
し
寄

り
道
を
し
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　
『
視
聴
実
記
』
は
、
近
世
初
頭
よ
り
中
期
ま
で
、
尾
張
藩
に
関
す

る
重
要
な
、
あ
る
い
は
珍
奇
な
事
件
を
分
類
し
て
列
挙
し
た
記
録
書

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
写
本
で
全
六
巻
。
伝
本
は
、
ま
ず
鶴
舞
中
央
図

書
館
蔵
の
名
古
屋
市
史
資
料
五
冊
本
が
あ
る
（
注
２
）。
こ
れ
は
宝
暦

八
年
に
書
写
し
た
本
を
、
天
保
十
三
年
に
書
写
し
た
名
古
屋
市
東
区

長
塀
町
（
当
時
）、
首
藤
氏
蔵
本
を
、
明
治
四
十
三
年
に
書
写
し
た

本
で
あ
る
。
ま
た
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
の
近
世
後
期
書
写
六
冊
本

が
あ
る
。
右
両
本
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
比
較
的
善
本
と
見
ら
れ
る
。
外
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に
鶴
舞
中
央
図
書
館
に
近
世
後
期
書
写
の
七
冊
本
が
あ
る
。
小
寺
玉

晁
の
旧
蔵
書
。
こ
ち
ら
は
、
未
精
査
な
が
ら
、
記
事
の
省
略
と
後
年

の
増
補
と
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
蓬
左
文
庫
に
名
古
屋
市
立
図
書
館

蔵
（
つ
ま
り
鶴
舞
中
央
図
書
館
現
蔵
）
の
七
冊
本
を
昭
和
八
年
に
書

写
し
た
本
が
あ
る
（
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
六
巻
五

冊
と
あ
る
が
、
現
状
で
は
二
冊
目
以
下
の
所
在
不
明
）。

　

東
北
大
本
に
よ
り
各
冊
の
部
類
を
示
す
と
、
第
一
冊
は
吉
祥
、
新

令
〈
起
原
、
諸
省
〉、
雑
、
第
二
冊
は
人
品
〈
伝
記
、
行
状
〉、
第
三

冊
は
刃
傷
、
立
退
〈
逐
電
〉、
第
四
冊
は
死
刑
〈
磔
、
梟
首
、
斬
罪
、

火
炙
〉、
追
放
〈
附
、
改
易
、
御
暇
、
遠
嶋
〉、
第
五
冊
は
自
殺
、
乱
心
、

変
死
〈
闇
討
、溺
死
、弑
逆
、自
傷
、殃
死
、縊
死
〉、妖
災
不
祥
〈
水
、旱
、

疾
、
疫
、
地
震
、
風
、
雷
、
火
〉、
第
六
冊
は
閉
門
〈
逼
塞
、
御
叱
、

過
料
、
蟄
居
〉、
御
預
、
切
腹
、
怪
異
、
婬
醜
〈
附
、
男
色
、
婬
死
、

切
女
〉
と
な
り
、
そ
の
興
味
深
い
内
容
が
知
ら
れ
よ
う
。
第
五
冊
に

「
同
（
享
保
）
三
戌
七
月
廿
六
日
未
半
、
大
地
震
」（
以
下
同
書
よ
り

の
引
用
は
東
北
大
本
に
よ
る
）
と
あ
る
の
が
、
書
中
最
新
の
記
事
ら

し
い
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
記
述
に
憚
り
の
意
識
が
全
く
見
ら
れ
な
い
点
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
冊
「
霊
仙
院
様
、
痴
に
近
し
と
」（
霊
仙

院
は
徳
川
家
光
の
長
女
で
、
尾
張
藩
第
二
代
徳
川
光
友
の
正
室
千
代

姫
）、
第
六
冊
「
本
寿
院
様
、
始
北
隣
の
田
嶋
新
兵
衛
に
通
じ
出
奔
、

後
に
共
に
帰
る
。
常
に
連
子
に
上
り
男
を
視
て
鼡
鳴
、
又
は
文
な
ん

ど
を
通
じ
、
荒
婬
也
。
御
成
の
年
、
田
嶋
下
り
し
に
、
隣
家
の
者
と

て
寿
院
へ
御
呼
、
御
料
理
被
下
」（
本
寿
院
は
第
三
代
徳
川
綱
誠
の

側
室
で
、第
四
代
吉
通
の
生
母
）と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
江
戸
期
の
記
録
書
に
は
珍
し
く
、
内
情
に
ま
で
立
ち
至
っ
た
、

価
値
の
高
い
記
述
が
多
い
。

　

本
書
の
編
著
者
は
従
来
不
明
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
第
四
冊
に
次
の
記
述
が
あ
っ
た
。「
同
（
万
治
四
年
）
四
月

十
九
日
、
熱
田
円
通
寺
孤
舟
〈
禅
〉
遠
嶋
／
飯
綱
執
行
、
仰
渡
し
は

塵
点
七
十
六
に
見
ゆ
」。
こ
の
「
塵
点
」
こ
そ
は
膨
大
な
雑
記
随
筆

『
塵
点
録
』（
注
３
）
を
指
す
に
違
い
な
く
、
そ
の
編
著
者
は
朝
日
重
章

と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
視
聴
実
記
』
の
編
著
者
は
、
か
の
『
鸚

鵡
籠
中
記
』
の
朝
日
重
章
と
見
ら
れ
る
。
朝
日
は
享
保
三
年
九
月
に

四
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
書
中
最
新
の
記
事
が
享
保
三
年
七

月
で
あ
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。
死
の
寸
前
ま
で
筆
記
を
続
け
て
い

た
ら
し
い
。
何
よ
り
も
記
事
選
択
の
好
み
も
憚
り
の
な
い
記
述
も
、

『
鸚
鵡
籠
中
記
』
の
そ
れ
と
完
全
に
重
な
っ
て
い
る
。

　

話
を
戻
し
て
、『
名
所
山
水
辺
』に
見
え
る
関
白
の
一
件
に
つ
い
て
、

『
視
聴
実
記
』
第
二
冊
に
、

　
　

一
、
貞
享
二
丑
の
盆
に
や
、
関
白
殿
は
関
四
郎
左
衛
門
、
西
門

跡
は
西
門
平
と
替
名
被
致
、四
条
河
原
に
て
浮
気
お
ど
り
し
、

門
平
あ
た
ま
を
被
切
と
云
々
。
此
事
に
付
、
四
条
河
原
の
水

茶
屋
闕
所
、
門
跡
隠
居
と
も
、
或
云
其
侭
に
て
被
居
と
も
云
。

…

と
あ
る
。『
名
所
山
水
辺
』
に
は
松
平
紀
伊
守
時
代
と
あ
っ
た
が
、
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こ
こ
で
は
貞
享
二
年
の
盆
に
起
き
た
実
話
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
『
名
所
山
水
辺
』
人
倫
の
部
に
、

　
　

馬
糞
先
生　

儒
者
也
。
元
は
有
徳
の
人
成
し
が
、
弟
に
世
を
譲

て
、
常
に
馬
糞
を
か
き
て
歩
行
な
が
ら
書
を
よ
み
玉
ふ
。
故
に

此
名
有
。
句
に
、
賢
人
酒
呑
む
馬
糞
先
生
。

と
い
う
、
こ
れ
ま
た
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。
右
に
引
用
さ
れ
る
付

句
な
ど
、
こ
の
説
明
を
見
な
け
れ
ば
、
全
く
意
味
不
明
の
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
こ
の
馬
糞
先
生
に
つ
い
て
、
細
井
広
沢
に
よ
る
随
筆
『
続

大
八
録
』（
注
４
）
に
次
の
記
事
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　
　

武
府
に
三
十
年
前
、
市
谷
郷
尾
侯
の
邸
の
う
し
ろ
に
大
な
る
榎

の
木
有
、
古
木
に
て
其
根
下
、
洞
の
ご
と
く
也
。
一
人
、
其
中

に
住
る
事
数
年
な
り
。身
に
は
襤
褸
を
着
て
、㭷
一
、籃
二
あ
り
。

日
出
る
比
お
き
出
て
、
路
上
に
歩
し
て
牛
馬
の
糞
を
拾
ふ
。
籃

に
満
る
頃
、
四
谷
と
云
所
の
民
家
と
又
官
家
の
小
吏
の
も
と
と

に
隔
日
に
至
り
て
、
牛
通
馬
矢
を
う
る
。
あ
た
ひ
八
銭
也
。
そ

の
か
へ
る
さ
に
米
う
る
所
に
至
り
て
、
腰
よ
り
小
さ
き
罐
子
出

し
て
水
を
乞
ひ
、
水
を
索
て
、
か
の
米
を
煮
熟
し
て
罐
な
が
ら

口
に
傾
入
て
水
を
の
み
、
一
笑
し
て
又
樹
下
の
洞
に
入
。
日
暖

な
る
時
、
洞
前
に
出
て
独
語
す
。
小
児
集
り
伴
ふ
。
大
人
と
は

敢
て
一
言
を
通
ぜ
ず
。
小
児
に
も
の
書
て
贈
ら
ん
と
云
程
に
、

紙
筆
を
具
す
れ
ば
、
手
う
る
は
し
く
書
く
。
古
文
古
歌
、
村
閭

の
挙
子
の
流
に
あ
ら
ず
。
か
く
て
其
所
に
終
り
ぬ
。
後
に
聞
ば
、

故
の
政
府
板
倉
内
膳
正
の
小
臣
也
。
微
禄
を
弟
に
譲
り
て
斯
成

て
侍
る
也
。
い
か
な
る
に
か
。

江
戸
の
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
は
確
か
に
実
在
し
、
広
沢
先
生
の
興
味
を
い

た
く
刺
激
し
た
ら
し
く
、
詳
し
く
記
述
し
て
く
れ
て
い
る
。
同
書
の

成
立
は
享
保
初
年
頃
で
、「
三
十
年
前
」
は
元
禄
の
初
年
頃
に
相
当

す
る
。

　

ち
な
み
に
馬
糞
先
生
は
、『
視
聴
雑
記
』
第
一
冊
に
も
登
場
し
、

名
古
屋
に
ま
で
そ
の
名
が
轟
い
て
い
た
ら
し
い
。

　
　

一
、
江
戸
に
て
馬
糞
計
を
拾
ひ
、
食
を
つ
な
ぐ
者
有
。
金
銀
銭

等
を
与
れ
ど
も
不
取
、
物
を
も
不
云
。
馬
ぐ
そ
賢
人
と
云
。

と
あ
る
。
よ
り
そ
っ
け
な
い
記
述
な
が
ら
、
こ
ち
ら
は
「
賢
人
」
を

冠
し
て
お
り
、「
賢
人
酒
呑
む
馬
糞
先
生
」
の
句
の
由
来
が
よ
り
わ

か
る
と
と
も
に
、
世
人
の
こ
の
人
物
に
向
け
る
ま
な
ざ
し
の
暖
か
さ

を
知
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
わ
ず
か
な
例
と
は
い
え
、
傑
出
し
た
浮

世
の
観
察
者
で
記
述
者
、朝
日
重
章
と
記
述
が
重
な
っ
て
い
る
点
に
、

『
名
所
山
水
辺
』
編
著
者
と
細
井
広
沢
と
の
優
れ
た
資
質
を
見
る
よ

う
な
気
が
す
る
。

　

さ
て
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
名
所
山
水
辺
』
の
中
で
唯
一
箇
所
、

「
能
目
鏡
山
」
の
項
に
「
灯
心
も
が
な
能
目
鏡
の
山
霞　

寿
角
」
と
、

句
の
作
例
が
作
者
の
実
名
入
り
で
記
さ
れ
て
い
る
。
寿
角
は
江
戸
の

俳
人
、
立
羽
寿
角
の
こ
と
で
あ
る
。
有
名
な
不
角
の
次
男
で
、
享
保

か
ら
宝
暦
に
か
け
て
活
動
し
た
人
物
。

　

以
上
を
勘
案
す
る
に
、
概
ね
享
保
年
間
頃
の
成
立
で
、
江
戸
の
話

題
が
比
較
的
多
く
、
寿
角
の
名
を
挙
げ
る
点
か
ら
見
て
も
、
こ
の
頃
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に
関
東
で
盛
行
し
た
不
角
系
の
俳
諧
に
心
を
寄
せ
る
人
に
よ
る
編
纂

と
見
て
誤
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
都
会
風
そ
の
も
の
と
も
い
う
べ
き

書
物
が
、
三
河
の
辺
隅
に
あ
る
寺
津
八
幡
宮
に
伝
来
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
詳
し
い
事
情
は
不
明
な
が
ら
、
岩
瀬
文
庫
本
の
全
資
料
調
査

を
ほ
ぼ
終
え
た
現
時
点
で
は
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て
く
る
も
の

が
あ
る
。
岩
瀬
文
庫
本
の
中
か
ら
、
こ
れ
に
関
連
す
る
と
見
ら
れ
る

資
料
が
三
点
出
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

①
『
団
人
点
雑
俳
点
取
集
（
仮
題
）』（
函
架
番
号
、65
函
ホ
22
号
）。

写
本
半
紙
本
一
冊
。
渡
辺
旧
蔵
書
。
三
河
寺
津
村
兎
月
連
の
作
者
の

雑
俳
句
（
前
句
付
・
笠
付
・
折
句
等
）
に
団
人
が
点
を
付
し
た
点
取

集
で
あ
る
。
見
返
に
「
子
十
二
月
五
日
切
〈
丑
正
月
／
廿
八
日
披
〉

入
花
十
穴
／
（
句
題
あ
り
、省
略
）
／
三
陽
雲
母
荘
団
人
点
〈
会
林
〉

白
花
堂
」
の
引
札
刷
物
を
貼
付
し
、
奥
書
に
は
「〈
寺
津
村
〉
兎
月

連
／
団
人
雅
丈
」
と
の
墨
書
が
あ
る
。
白
花
堂
団
人
は
三
河
吉
良
の

点
者
で
、
宝
暦
八
年
刊
『〈
俳
諧
〉
笠
の
華
』
の
編
著
の
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
本
書
も
お
お
よ
そ
同
じ
頃
の
成
立
と
見
ら
れ
る
。

　

②
『
奉
納
会
勝
句
刷
（
仮
題
）』（
函
架
番
号
、
丑
函
144
号
）。
版

本
特
大
横
本
一
冊
（
も
と
は
半
紙
本
横
本
の
袋
綴
の
丁
を
開
い
て
、

紙
を
重
ね
て
右
端
を
綴
じ
る
）。
蔵
書
印
等
が
な
く
、
渡
辺
旧
蔵
書

と
は
確
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
が
高
い
。
宝
暦
年
間
に
三
河

で
行
わ
れ
た
雑
俳
勝
句
刷
十
六
点
を
合
綴
し
た
珍
資
料
。

　

③
『
梅
の
朧
』（
函
架
番
号
、
渡
辺
追
加
56
）。
写
本
中
本
一
冊
。

渡
辺
旧
蔵
書
。
明
和
八
年
二
月
八
日
、
六
十
歳
で
病
没
し
た
三
河
俳

人
、
蜩
坊
五
哉
の
追
善
俳
諧
集
。
蜩
坊
は
中
村
氏
で
、
も
と
土
井
侯

時
代
（
西
尾
藩
主
土
井
家
は
延
享
四
年
二
月
に
三
河
刈
谷
に
転
封
）

の
西
尾
藩
に
仕
え
た
が
、
致
仕
し
て
東
吉
良
の
友
国
村
（
西
尾
市
吉

良
町
友
国
）の
山
林
に
隠
棲
し
た
。
こ
の
人
こ
そ
団
人
と
も
号
し
て
、

雑
俳
の
点
者
を
も
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

　

ま
ず
②
を
見
る
と
、
寺
津
村
の
兎
月
堂
な
い
し
兎
月
と
い
う
作
者

が
し
ば
し
ば
入
集
し
て
お
り
、
こ
の
兎
月
が
①
の
兎
月
連
の
中
心
人

物
と
見
ら
れ
る
。
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
渡
辺
家
の
当
主
な
い
し
家

族
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
①
を
清
書
し
た
人
物
も
こ
の
人
と
見

て
自
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
①
と
『
名
所
山
水
辺
』
と
は
筆
跡
が
似

通
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
図
版
１
～
２
参
照
、「
江
戸
」
の

文
字
な
ど
よ
く
似
て
い
る
）。
す
な
わ
ち
、
奇
書
『
名
所
山
水
辺
』

は
意
外
に
も
三
河
で
作
ら
れ
た
書
物
で
あ
る
と
わ
か
る
。
同
書
の
存

在
は
、
こ
の
地
に
既
に
進
取
の
気
風
あ
る
書
物
文
化
が
、
既
に
こ
の

地
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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＊
注
１　
『
松
涛
棹
筆
』（
抄
録
）
は
『
名
古
屋
叢
書
三
編
』
十

巻
所
収
（
百
三
十
六
頁
）。
ち
な
み
に
、
奥
村
徳
義
（
得
義
）

の
旧
蔵
書
は
、
ま
と
ま
っ
て
岩
瀬
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
同
文
庫
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
。

＊
注
２　
『
視
聴
実
記
』
の
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
五
冊
本
と
七

冊
本
と
は
、
何
れ
も
名
古
屋
市
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
「
な
ご
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
サ
イ
ト
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

＊
注
３　
『
塵
点
録
』
は
鶴
舞
中
央
図
書
館
に
六
十
九
巻
本
に

基
づ
く
明
治
四
十
五
年
抄
写
二
十
三
冊
本
と
、
三
十
三
冊

本
に
基
づ
く
明
治
四
十
三
年
抄
写
二
冊
本
と
が
あ
る
（
何

れ
も
名
古
屋
市
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
な
ご
や

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
サ
イ
ト
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
）。

愛
知
県
図
書
館
に
六
十
九
巻
の
う
ち
二
十
三
巻
二
十
六
冊

分
の
近
世
中
期
写
本
が
あ
る
（
愛
知
県
図
書
館
「
貴
重
和

本
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
サ
イ
ト
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
る
）。
外
に
徳
川
林
政
史
研
究
所
に
七
十
二
巻

七
十
三
冊
本
が
あ
る
由
（
未
見
）。
た
だ
し
、『
視
聴
実
記
』

に
見
え
る
巻
七
十
六
は
未
発
見
で
あ
る
。

＊
注
４　
『
続
大
八
録
』
は
『
森
銑
三
著
作
集
』
四
所
収
「
細

井
広
沢
」
に
一
部
が
引
用
さ
れ
る
。
そ
の
底
本
は
当
時
（
昭

和
十
六
年
頃
）
三
田
村
鳶
魚
の
所
蔵
で
あ
っ
た
が
、
現
在

は
所
在
不
明
。
な
お
三
田
村
蔵
本
は
転
写
本
と
見
ら
れ
る
。

図版１『名所山水辺居所人倫支躰』図版２『団人点雑俳点取集』
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翻
刻
『
名
所
山
水
辺
居
所
人
倫
支
躰
』

［
附
記
］

　

二
〇
〇
〇
年
六
月
に
着
手
し
た
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
の
全
資
料
調
査

は
、
既
配
架
分
に
つ
い
て
は
調
査
を
了
え
、
調
査
結
果
は
記
述
的
書

誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
、
文
庫
の
サ
イ
ト
か
ら
既
に
公
開
し
て
い

る
。
現
在
は
、
若
干
残
さ
れ
た
未
配
架
分
に
つ
い
て
、
細
々
と
落
ち

穂
拾
い
的
な
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
調
査
中
に
強
く
印
象
に

残
っ
た
重
要
資
料
に
つ
い
て
精
読
を
始
め
て
い
る
。
本
書
も
そ
の
よ

う
な
一
冊
で
あ
る
。

　

原
本
の
表
記
は
、
カ
ナ
を
多
用
し
た
漢
字
カ
ナ
・
か
な
交
じ
り
で

あ
る
が
、
翻
刻
に
際
し
用
字
は
、
か
な
に
統
一
し
た
。
通
行
の
新
字

体
漢
字
を
用
い
、
濁
点
・
句
読
点
を
補
っ
た
。
訓
点
を
施
し
た
漢
文

的
表
記
の
部
分
は
、
直
後
の
（　

）
内
に
訓
点
に
基
づ
く
と
思
わ
れ

る
訓
読
を
示
し
た
。

　

翻
刻
の
御
許
可
を
賜
っ
た
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　

名
所
古
跡
山
類
水
辺
居
所
居
所
用

い
わ
で
の
森　

尾
州
に
在
。
此
の
所
に
藪
に
香
物
と
云
所
有
。

い
ろ
は
茶
屋　

江
戸
谷
中
に
在
。
昔
は
四
十
八
軒
有
し
也
。
大
坂
道

頓
堀
に
も
在
り
。

生
の
松
原　

筑
前
の
名
所
。

星
の
井　

総
州
に
在
。

星
月
夜　

鎌
倉
に
在
。

洞
が
嶺　

山
城
に
在
。

へ
つ
つ
い
河
岸　

江
戸
に
あ
り
。

弁
慶
橋　

同
所
に
あ
り
。

御
茶
ノ
水　

江
戸
に
あ
り
。
公
儀
の
御
水
也
。
今
は
無
。

橋
の
袂　

橋
の
両
端
に
あ
る
駒
寄
せ
な
り
。

禿
の
宿　

高
野
へ
上
る
道
に
あ
り
。
か
る
か
や
道
心
の
妻
の
古
跡
あ

り
。
今
は
念
仏
堂
建
つ
。

蝙へ
ん
ぷ
く蝠

村
（「
蝙
蝠
」
に
左
訓
「
か
う
も
り
」）　

丹
後
与
謝
郡
真ま
な
い井

が

原
に
在
り
。
此
の
所
、
豊
受
大
神
宮
、
昔
伊
勢
へ
御
鎮
座
の
前
は
、

此
の
所
に
久
し
く
ま
し
〳
〵
け
る
と
也
。
是
の
所
よ
り
直
ぐ
に
勢

州
山
田
外
宮
へ
移
た
ま
ふ
と
也
。

内
宮
町　

同
所
に
在
り
。
是
の
所
に
内
宮
の
御
社
在
り
。
爰
よ
り
勢

州
の
内
、（
四
字
ほ
ど
空
白
）
へ
宮
移
り
ま
し
〳
〵
、
又
今
の
宇

治
の
郷
内
宮
へ
移
玉
ふ
と
也
。

ぢ
ご
く
谷　

有
馬
に
有
り
。
又
江
戸
に
有
り
。

銚
子
浦　

常
陸
に
在
り
。

竜
門
寺　

大
和
国
宇
多
郡
に
あ
り
。

龍
王
が
嶽た
け　

山
城
に
在
る
森
也
。

音を
と
づ
れ信

山　

総
州
に
あ
り
。
歌
の
名
所
也
。

帷か
た
ぷ
ら子
が
辻　

山
城
に
あ
り
。

甲か
ぶ
と

塚　

同
断
。
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裸は
だ
か

村　

近
江
に
あ
り
。

餓
鬼
塚　

総
州
に
あ
り
。
穴
成
る
由
。

畜
生
塚　

京
。

冑か
ぶ
と

の
渕　

朝
長
の
冑
を
投
げ
入
し
渕
也
。

か
た
ら
い
の
峯　
（
注
記
な
し
）

四
ツ
足
の
門　

山
城
に
在
り
。
内
裏
の
御
門
也
。

よ
も
ぎ
が
洞　

大
内
を
云
。

寒
林
（
各
字
の
右
に
竪
点
）　

唐
に
て
死
人
を
葬
す
る
所
を
云
。
寒

林
と
云
こ
と
は
、
極
熱
の
時
分
に
も
、
此
森
甚
く
し
げ
り
た
る
故
、

涼
し
と
也
。

北ほ
く
ば
う邙　

死
人
を
葬
す
る
所
を
云
。

尸し

陀だ

林り
ん　

天
竺
に
て
人
の
死
た
る
を
葬
す
る
所
也
。

玉
ま
つ　

三
吉
野
也
。

蓼た
で

が
池　

和
泉
に
あ
り
。

高
間
山　

鶯
の
名
所
也
。
高
間
寺
の
内
に
、
初
陽
毎
朝
来
と
鳴
し
桜

有
。

つ
ゞ
み
が
瀧　

有
馬
に
有
。

つ
く
へ
石　

く
ら
ま
に
有
。
其
外
、
奇
石
多
有
。

つ
く
鳥
の
国　

筑
紫
の
事
也
。
木
菟
の
形
に
似
た
る
故
、
つ
く
し
と

云
と
也
。

鼠
の
社　

ひ
ゑ
い
山
に
あ
り
。
三
井
寺
頼
豪
が
霊
を
祭
し
也
。

念
仏
茶
屋　

江
戸
に
あ
り
。

縄
の
浦　

句
に
、
秋
の
夕
足
繋
る
ゝ
縄
の
浦
。

難
波
屋
の
松　

泉
州
に
在
り
。
四
方
へ
枝
ひ
ろ
が
り
て
見
事
也
。
夫

ゆ
へ
大
名
衆
も
折
々
御
尋
有
り
と
也
。
地
を
は
な
る
ゝ
事
、
三
尺

斗
に
し
て
、
至
極
こ
も
り
た
り
。
四
五
十
年
の
内
、
生
長
す
と
云
。

難
波
屋
と
云
茶
屋
の
庭
に
有
よ
し
。

涙
の
瀧　

く
ら
ま
に
有
り
。
歌
に
、
ふ
き
ま
よ
ふ
深
山
お
ろ
し
に
夢

覚
め
て
涙
も
よ
ほ
す
瀧
の
音
哉
。

生
首
（
字
間
の
左
に
竪
点
）
が
嶽　

信
濃
に
有
り
。

婆う
ば
せ
つ
い
ん

雪
隠　

駿
河
御
城
内
に
有
り
。
老
女
の
妖
物
出
る
故
、
か
く
云
と

ぞ
。

歌
詰つ
め

橋　

山
城
天
竜
寺
の
北
に
有
る
石
橋
也
。

采
女
馬
場
、
采
女
が
原
と
も　

江
戸
に
有
。

姥
が
池　

江
戸
に
有
り
。

能の
め
が
ね

目
鏡
山　

総
州
ニ
有
り
。
句
に
、
灯
心
も
が
な
能
目
鏡
の
山
霞　

寿
角
。

鋸
が
嶽　

信
州
に
有
り
。

勧
学
屋　

江
戸
池
の
端
、
錦
袋
円
売
也
。

火
炎
山　

肥
前
に
有
。
火
の
出
る
山
也
。

釘
の
浦　

西
国
に
有
り
。

蜘く
も

寺　

江
戸
に
有
。

柳
の
宿　

吉
野
川
上
に
有
。
茶
屋
有
と
ぞ
。
景
色
よ
し
と
也
。

傾
城
が
窪　

江
戸
に
有
。
遊
所
に
非
ず
。
本
名
、
鶏
声
が
く
ぼ
と
書

く
由
。
誹
書
に
は
上
の
如
く
書
く
也
。
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源
氏
の
瀧　

山
城
国
私き
さ
い
ち市

村
、
鴻
の
尾
山
に
有
り
。

魳ふ
く

桜　

伊
勢
に
有
り
。
松
下
と
云
所
に
有
り
。
此
桜
、
咲
ざ
る
内
は

魳
と
れ
ぬ
と
也
。

　

＊
魳　

通
常
は
カ
マ
ス
で
あ
る
が
、
魚
偏
に
巿
の
フ
グ
に
通
わ
せ

た
か
。

こ
が
ら
し
の
森　

す
る
が
の
名
所
。

衣
手
の
森　

山
州
松
の
尾
と
嵐
山
の
間
に
有
。

琴
弾
の
宮　

八
幡
の
妹
、
玉
箔
の
姫
也
。
筑
後
の
国
也
。

火
燵
河
岸　

江
戸
に
有
り
。

不こ
ろ
ば
ず
の転

橋　

総
州
に
あ
り
。
此
橋
に
て
こ
ろ
ぶ
者
は
、
其
年
の
内
に
死

す
る
や
う
に
云
ひ
な
ら
は
し
、
祝
し
て
一
舛
食
喰
ふ
と
也
。

天
王
洲　

江
戸
に
有
。
句
に
、
つ
る
魚
に
つ
ら
れ
て
居
か
天
王
洲
。

手
な
ら
い
の
里　

宇
治
の
里
に
有
名
所
也
。

有
常
田　

大
和
に
有
。

青
垣
山　

よ
し
野
山
に
有
り
。

蟻
の
浦　

厳
嶋
に
有
。

天
の
川　

山
城
に
有
。
全
躰
、
白
砂
、
帯
の
如
く
長
く
つ
ゞ
き
て
、

白
布
の
如
し
と
也
。

二
星
の
社　

同
所
、
天
の
川
の
上
み
に
有
。
星
の
森
、
孫
姫
の
式
に

筑
前
大
嶌
に
も
、
天
の
川
、
二
星
の
社
在
り
と
云
り
。

扇
の
森　

名
所
也
。

座
頭
谷　

有
馬
に
あ
り
。

さ
ゝ
や
き
の
橋　

北
国
に
有
り
。

三
途
川
・
三
途
の
橋　

総
州
に
有
。

三
盃
水　

総
州
に
有
り
。
頼
朝
公
、
水
を
乞
給
ふ
に
、
水
涌
出
て
旱

に
も
乾
く
事
な
く
、
汲
め
ど
も
あ
と
よ
り
三
盃
づ
ゝ
溜
る
故
云
。

十さ

八か

女り

嶋　

女
護
の
嶋
の
事
也
。

伽
羅
稲
荷　

江
戸
に
有
り
。

切
支
丹
坂　

江
戸
に
有
り
。

奇
楠
山　

和
歌
の
浦
に
有
り
。

雪
の
浜　

佐
渡
に
有
り
。

三
つ
股ま
た　

江
戸
に
有
。
句
に
、
三
つ
ま
た
く
ゞ
る
月
か
か
ん
し
ん
。

耳
香
山　

吉
野
山
に
有
り
。

耳
な
し
の
池　

昔
大
和
国
に
三
人
の
男
有
て
、
か
つ
ら
子
と
云
女
を

思
へ
り
。
此
女
、
何
れ
に
随
わ
ん
事
を
わ
き
兼
て
、
み
ゝ
な
し
池

に
身
を
投
て
死
す
と
也
。

都
の
不
二　

三
上
山
也
。
江
州
に
有
り
。

耳
な
し
山　

伊
勢
に
有
。

三
つ
の
浦　

高
津
、
敷
津
、
難
波
津
、
此
の
三
つ
を
云
。

祝
言
寺　

江
戸
に
有
り
。

紫し

盖が
い

之
嶺　

唐
に
五
岳
と
て
、
五
つ
の
山
有
り
。
其
中
に
南
岳
を
衡こ
う

山
と
云
。
此
の
山
の
嶺
を
紫
盖
と
名
づ
く
。
天
晴
た
る
時
は
白
鶴

一
双
、
其
上
に
翔
る
と
荊
州
記
に
見
た
り
。

白
糸
の
浜　

丹
後
天
の
橋
立
の
浜
也
。

標し
め
ぢ
が茅
原　

下
野
の
名
所
也
。
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紫
雲
庵　

当
麻
、
中
将
姫
の
庵
室
也
。

獅
子
の
窟　

山
城
に
有
。
亀
山
院
御
幸
有
り
し
事
有
。

白
比
丘
尼　

是
は
若
狭
の
国
、
熊
野
山
に
神
明
有
。
其
辺
り
に
役
の

小
角
の
像
を
安
置
し
て
、
脇
立
に
白
比
丘
尼
、
又
八
百
比
丘
尼
と

云
、十
六
の
時
の
木
像
有
り
。
昔
此
の
辺
に
冨
者
六
人
有
て
、時
々

会
し
て
宝
を
く
ら
べ
慰
む
こ
と
有
り
。
食
膳
珍
味
を
尽
す
。
或
る

時
、人
魚
を
得
て
料
理
す
。
主
を
始
五
人
は
怪
し
き
物
と
て
不
食
。

其
の
中
に
一
人
、
珍
し
き
物
な
れ
ば
、
家
に
持
て
帰
ら
ん
と
て
、

懐
し
て
人
魚
の
肉
を
持
帰
け
る
を
、
其
の
娘
、
此
の
肉
を
か
く
し

て
、
ひ
そ
か
に
食
せ
し
と
也
。
是
よ
り
長
生
し
て
、
八
百
の
寿
命

を
た
も
つ
と
云
り
。
其
の
者
、
入
定
の
窟
、
同
所
酒
井
家
の
菩
提

所
、
建
康
山
空
印
寺
の
寺
中
に
此
比
丘
の
石
牌
有
り
。

し
ら
ぬ
ひ
の
つ
く
し　

景
行
天
皇
十
八
年
五
月
に
船
に
乗
給
し
に
、

日
暮
て
不
知
着
岸
（
着
岸
を
知
ら
ず
）、
遙
に
視
火
光
（
火
光
を

視
て
）、則
得
着
岸（
着
岸
を
得
）。
天
皇
、其
火
の
処
を
問
ひ
給
ふ
。

国
人
対
曰
、
八
代
県
也
。
其
火
の
不
得
主
（
主
を
得
ず
）、
非
人

火
（
人
の
火
に
非
ず
）
と
て
、
其
国
を
火
の
国
と
云
。
今
の
肥
前

肥
後
、
是
也
と
。
し
ら
ぬ
ひ
の
つ
く
し
と
云
た
る
も
の
と
也
。

平
川
の
番〈
江
戸
御
城
内
也
〉　

手
を
改
る
也
。御
城
女
中
出
入
の
時
、

手
の
裏
に
印
判
を
を
し
て
出
す
也
。

び
や
う
ど
い　

平
等
院
の
略
語
也
。
京
の
東
の
洞
院
を
、
と
い
と
云

ふ
如
し
。

び
や
う
ぶ
岩　

有
馬
に
有
り
。

火
打
の
権
現　

山
城
に
有
。

非
人
観
音　

江
戸
に
有
。

諸
越
が
原　

総
州
に
有
名
所
也
。

盛も
つ
そ切

寺て
ら　

飯い
ひ
ぬ
ま沼

と
云
所
に
有
。

し
を
り
山　

不
二
山
也
。

逃
水　

野
に
有
事
也
。
遠
方
よ
り
見
れ
ば
、
水
の
流
る
ゝ
如
く
見
ゆ

れ
ど
も
、
近
く
へ
よ
り
て
見
れ
ば
、
其
形
ち
無
し
。
仍
て
云
。
水

気
の
立
也
。
末
無
川
と
も
云
。

鼎て
い

湖こ　

黄
帝
の
御
墓
有
る
所
也
。
黄
帝
は
白
龍
の
来
て
向
へ
奉
り
し

か
ば
、
竜
に
乗
て
天
に
上
り
玉
ひ
し
に
、
近
臣
等
な
げ
き
か
な
し

み
て
、
龍
の
足
に
と
り
つ
き
、
尾
を
と
ら
へ
な
ど
し
て
、
七
十
余

人
天
へ
上
り
し
に
、
龍
の
ひ
げ
に
と
り
つ
き
し
二
人
、
半
天
に
の

ぼ
る
ほ
ど
に
、
ひ
げ
ぬ
け
て
地
に
落
け
り
。
又
黄
帝
の
御
弓
を
立

て
黄
帝
の
墓
と
す
云
云
。
鼎
湖
と
名
づ
く
る
こ
と
は
、
黄
帝
、
首

陽
山
の
銅
を
取
て
、
鼎
を
荊
山
の
麓
に
鋳
玉
ひ
け
り
。
か
な
へ
、

す
で
に
成
る
と
き
、
白
龍
の
下
て
帝
を
迎
へ
て
去
り
ぬ
。
此
の
故

に
か
く
云
と
也
。

達
摩
湯　

温
泉
の
名
也
。

小
町
口　

鎌
倉
に
あ
り
。
八
幡
よ
り
光
明
寺
ヘ
行
道
、
磔
場
の
由
。

句
に
、
盗
人
も
俤
か
わ
る
小
町
口
。

江
南　

揚
子
江
の
南
を
云
也
。
揚
州
の
江
都
県
の
南
、
闊ひ
ろ
き

こ
と
四
十

里
云
云
。
彼
所
は
暖
に
て
、
冬
も
春
の
気
色
の
や
う
に
て
あ
る
と

ぞ
。
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菊
の
流　

南
陽
の
酈
県
に
谷
あ
り
。
其
水
、
甚
だ
甘
味
也
。
其
上
の

山
に
多
く
菊
花
あ
り
。
其
華
を
洗
て
落
る
雫
な
る
に
依
て
、
い
み

じ
き
成
べ
し
。
其
流
の
末
に
三
十
余
家
の
里
あ
り
。
其
里
人
、
此

の
水
を
飲
む
故
に
、
皆
上
寿
の
齢
を
得
た
り
と
云
り
。
翹
林
文
苑

に
有
り
。
上
寿
と
は
百
二
十
年
を
云
。
中
―
は
八
十
也
。
下
―
は

四
十
也
。
是
、
菊
児
童
が
故
事
成
べ
し
。
此
の
事
を
歌
連
歌
に
は

菊
の
渕
と
つ
か
ふ
也
。
歌
に
、
我
宿
の
菊
の
白
露
け
ふ
こ
と
に
い

く
世
つ
も
り
て
渕
と
成
ら
ん
。

喜
見
城　

刀
利
天
の
都
、
帝
釈
の
住
居
也
。

舒じ
よ

姑こ

泉　

昔
舒
氏
の
女
、
音
楽
を
好
み
き
。
薪
取
に
行
き
て
、
や
が

て
坐
し
て
動
ず
し
て
泉
と
な
る
。
人
、
其
泉
の
ほ
と
り
に
て
絃
歌

す
れ
ば
、
泉
涌
流
る
と
云
り
。
宣
成
記
に
見
た
り
。

ひ
な
ば
り
の
国　

我
国
の
事
也
。

食を
し
く
に国　

す
べ
て
我
国
を
云
。

松
が
岡　

京
、
比
丘
尼
御
所
也
。

羽
織
着
た
屋
根　

破
れ
た
る
屋
根
ヘ
菰
抔
当
た
る
を
云
。

紫
園　

内
裏
を
云
。
歌
に
も
紫
の
庭
と
詠
め
り
。

禿
小
屋　

大
坂
御
城
内
に
有
。
禿
の
化
物
出
る
と
ぞ
。

庭
堪
草　

潦
也
。

鏡
の
神　

大
宰
少
貳
が
霊
神
也
。

溜
住
居　

江
戸
に
有
。
世
間
の
悪
た
れ
者
、多
く
集
り
居
る
所
を
云
。

乞
食
小
屋
也
。
無
藝
の
や
く
ざ
者
、
願
人
坊
主
抔
也
。

掃さ
う

除ぢ

波な
み　

六
月
廿
一
日
、
榎ゑ

の
嶋
ヘ
打
浪
也
。

棹さ
ほ

越
し
の
川　

大
水
出
に
、
長
竿
に
取
付
て
川
を
渡
る
を
云
。

外
道
波　

六
月
廿
八
九
日
に
極
て
立
、
大
波
也
。
遠
州
辺
に
有
る
と

也
。

　
　

人
倫
并
古
事

一
角
仙
人　

天
竺
の
波
羅
余
国
に
一
人
の
仙
人
あ
り
。
小
便
を
し
け

る
時
、
鹿
の
つ
る
み
た
る
を
見
て
婬
欲
の
心
を
こ
り
て
、
不
覚
し

て
漏
精
し
た
り
け
る
。
其
か
ゝ
れ
る
草
の
葉
を
女
鹿
な
め
て
子
を

生
ず
。
形
は
人
に
し
て
、
額
に
一
の
角
生
け
れ
ば
、
是
を
一
角
仙

人
と
云
。
或
る
時
、
此
の
一
角
、
山
路
を
行
と
て
苔
の
滑
な
る
に

す
べ
り
て
転
け
れ
ば
怒
て
、
是
雨
露
は
龍
王
の
業
也
と
て
、
則
世

界
の
龍
王
を
不
残
封
じ
こ
め
て
置
し
故
、
一
天
下
久
し
く
雨
降
る

事
な
し
。
故
に
大
に
旱
魃
し
て
人
民
悉
難
義
す
。
時
の
王
、
此
の

こ
と
を
相
士
に
尋
玉
ふ
に
、
是
彼
の
仙
人
、
龍
を
封
じ
こ
め
た
る

ゆ
へ
雨
ふ
る
こ
と
な
し
。
后
の
内
、
美
女
を
一
人
、
彼
の
草
庵
へ

遣
は
さ
れ
な
ば
、
婬
欲
に
を
ぼ
れ
て
仙
術
の
通
力
も
う
せ
て
、
龍

も
自
由
な
る
べ
し
。
其
時
、雨
を
も
降
ら
す
べ
し
と
奏
し
け
れ
ば
、

帝
、
其
の
儀
に
同
じ
て
后
を
一
人
、
草
庵
へ
送
ら
れ
し
事
在
し
こ

と
有
り
。

　
　

后
の
扇
陀
羅
女
、
宮
中
を
出
て
仙
人
の
草
庵
へ
行
く
時
に
、
我

一
角
が
肩
ぐ
る
ま
に
乗
ら
ず
は
、
宮
中
へ
二
た
び
か
へ
ら
じ
と
云

て
出
し
と
也
。
謀
に
、
一
角
が
庵
の
前
の
川
上
よ
り
酒
を
流
し
け

れ
ば
、
そ
れ
を
呑
み
酔
て
后
の
容
色
に
を
ぼ
れ
て
、
仙
人
も
后
を
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か
た
ぐ
る
ま
に
の
せ
て
居
た
り
し
と
也
。
故
に
通
力
う
せ
て
、
龍

も
自
由
を
得
て
雨
を
降
ら
せ
し
と
也
。

懿い

公　

衛
の
国
主
也
。
鶴
を
寵
愛
し
て
五
位
に
成
し
て
、
行
く
と
き

も
車
に
の
せ
て
共
に
御
幸
し
玉
ふ
。
国
民
、是
を
訕そ
し
る

こ
と
限
无
し
。

狄
人
を
こ
つ
て
衛
の
国
を
攻
し
時
、
国
の
人
助
け
救
は
ず
、
鶴
こ

そ
は
君
を
助
け
奉
ら
め
と
云
し
と
也
。
扨
、終
に
狄
に
討
れ
玉
ふ
。

ゑ
び
す
、懿
公
を
殺
、其
肉
を
喰
て
、わ
づ
か
に
肝
を
ぞ
残
し
け
る
。

其
臣
、
弘
塩ゑ
ん

と
云
者
、
是
を
恥
て
其
肝
を
取
て
、
己
が
腹
を
さ
き

て
是
を
収を
さ
め

て
死
け
り
。
是
を
主は
づ
か
し
め
ら
る
ゝ

辱

と
き
は
、
臣
死
す
と
云
な

る
べ
し
。
史
記
に
出
。
句
に
、
下
官
す
る
い
公
が
後
の
鶴
太
夫
。

い
ろ
ね　

妹
之
事
。

い
ろ
ゐ　

兄
の
事
。

家
童
子　

我
女
房
を
云
。

魯
婦　

魯
の
国
の
女
也
。
名
に
非
ず
。
兄
の
子
を
い
だ
き
、
我
が
子

を
捨
た
る
も
の
也
。
魯
の
君
よ
り
衣
三
十
疋
を
貰
た
る
人
也
。

母　

と
者
、礼
部
韻
に
曰
、母
は
乳
也
。
慕ぼ
う

也
。
嬰
児
の
所
慕（
慕し
と
ふ

所
）。

易
の
坤
を
為
母
、
従
女
字
（
母
と
為
、
女
字
に
従
ふ
）。
中
に
両

点
あ
り
。
蒼
頡
の
篇
に
曰
、其
中
の
両
点
は
象
女
乳（
女
乳
に
象か
た
ど
る

）。

古
今
韻
会
に
曰
、
陸
徳
明
が
曰
、
母
と
与
毋
不
同
（
毋
と
同
じ
か

ら
ず
）、母
は
双
女
中
二
点
、象
両
乳
之
形
（
女
中
に
二
点
を
双
て
、

両
乳
の
形
を
象
る
）。
毋
は
女
の
字
の
内
に
有
一
画（
一
画
有
り
）。

毛
氏
が
曰
、
内
の
一
画
は
象
奸
之
形
（
奸
之
形
に
象
る
）。
奸
女

を
為
毋
（
毋
と
為
す
）
云
云
。

馬
糞
先
生　

儒
者
也
。
元
は
有
徳
の
人
成
し
が
、
弟
に
世
を
譲
て
、

常
に
馬
糞
を
か
き
て
歩
行
な
が
ら
書
を
よ
み
玉
ふ
。
故
に
此
名
の

有
。
句
に
、
賢
人
酒
呑
む
馬
糞
先
生
。

初
茄
子　

伏
見
撞
木
町
の
遊
女
。
揚
代
は
下
直
な
れ
ど
も
、
京
へ
呼

に
は
、
か
ゝ
り
物
多
き
故
、
如
此
云
り
。
初
茄
子
も
篭
抔
に
掛
り

物
有
る
故
に
高
直
に
成
る
也
。
伏
見
の
遊
女
を
云
。

馬ば

聖せ
い　

こ
も
僧
の
事
を
云
。
馬
は
尺
八
を
聞
て
余
念
な
き
物
也
。
仍

か
く
云
。
又
牛
琴
馬
笛
と
つ
ゞ
く
也
。

梅
花
の
よ
そ
ほ
ひ　

宋
の
武
帝
の
女
、
寿
陽
公
主
、
昼
寝
を
し
玉
い

け
る
に
、
梅
花
、
額
の
上
に
落
て
見
事
也
。
是
を
梅
花
の
よ
そ
を

ひ
と
云
。

白
眼
の
友　

悪
敷
友
也
。
げ
ん
せ
き
が
古
事
也
。

二
毛
の
よ
は
ひ　

昔
、
潘
安
仁
と
云
し
人
、
容
ち
世
に
勝
れ
た
り
し

が
、
晋
の
十
四
年
の
秋
、
年
三
十
二
に
成
し
に
、
初
て
鬂
に
白
髪

二
筋
生
た
り
し
こ
と
を
、
秋
興
の
賦
に
書
た
り
し
よ
り
、
三
十
二

を
二
毛
の
よ
は
ひ
と
云
。
文
選
註
に
見
た
り
。

錦
鳥　

媒
の
事
を
云
。

牧ぼ
く
ど
う童

（
左
訓
「
う
し
ご
て
い
」）　

牛
を
引
童
也
。
雲
上
の
御
車
を
守

る
牛
飼
に
は
非
ず
。

順ぼ
う
ふ
り
む
し礼　

順
礼
を
云
。
皆
棒
を
持
者
故
、
此
異
名
有
。

屁へ
を
い負
比
丘
尼　

比
丘
尼
の
供
の
小
び
く
尼
を
云
。

と
な
り
男　

業
平
の
事
也
。
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桃
源　

漢
の
代
に
武
陵
と
云
処
の
人
、
漁
の
為
め
舟
に
乗
て
江
を
上

り
行
く
に
、
江
の
水
上
に
桃
の
木
多
く
生
て
、
花
い
み
じ
く
開さ
け
り

。

其
花
の
も
と
に
、
龍
鱗
の
文
、
虎
豹
の
ま
だ
ら
な
る
如
く
な
る
犬

の
あ
や
し
き
声
し
て
、
此
の
武
陵
の
人
に
ほ
へ
か
ゝ
る
。
さ
て
、

か
の
処
を
見
れ
ば
、
人
の
通
る
あ
と
有
り
。
怪あ
や
し

く
て
舟
を
つ
な
ぎ

て
、
陸
よ
り
尋
ゆ
け
ば
、
男
女
二
人
居
た
り
。
家
も
な
く
て
、
あ

ら
は
に
し
て
居
た
り
け
る
。
此
の
漁
人
問
、
此
の
処
は
あ
と
た
へ

て
鳥
声
だ
に
も
せ
ず
。
公
達
、何
人
な
れ
ば
か
く
て
居
玉
へ
る
と
。

答
云
、
我
は
秦
の
難
を
去
て
、
夫
婦
共
に
此
の
山
に
隠
れ
た
り
き
。

今
は
八
十
余
年
に
成
ぬ
。
物
不
食
（
食
は
ず
し
て
）
十
三
年
に
成

た
り
と
云
け
れ
ば
、
漁
人
哀
み
て
食
物
を
与
へ
た
り
け
れ
ば
、
云

こ
と
、よ
の
つ
ね
の
人
の
如
し
。
彼
を
桃
源
の
隠
士
と
名
く
と
云
。

桃
源
記
に
あ
り
。

仲
達　

姓
は
司
馬
、
名
は
懿い

、
仲
達
は
字
也
。
此
人
は
狼ら
う

顧こ

の
相
と

て
、
狼
の
如
く
に
身
は
不
動
（
動
か
さ
ず
）
し
て
頭
は
自
由
に
回

り
し
也
。
魏
の
武
帝
〈
曹
操
〉
の
臣
也
。
武
帝
、
狼
顧
相
を
見
て

気
遣
せ
ら
れ
た
る
こ
と
、
蒙
求
に
見
え
た
り
。

劉り
う
く
ん訓　

牛
を
黒
牡
丹
と
云
古
事
あ
り
。

驪り

山
の
神
女　

秦
の
始
皇
、
驪
山
に
昇
り
て
神
女
と
遊
び
玉
い
け
る

に
、
い
か
な
る
こ
と
か
有
け
ん
、
神
女
こ
ゝ
ろ
ゆ
か
ず
思
て
、
つ

ば
き
を
吐
た
り
け
る
が
、
帝
の
御
身
に
か
ゝ
り
、
瘡
と
成
た
り
し

か
ば
、
帝
恐
れ
て
謝
し
玉
い
け
れ
ば
、
神
女
、
心
と
け
て
温
泉
を

出
し
、
あ
ら
ひ
け
れ
ば
、
瘡
則
い
ゑ
ぬ
と
云
り
。
三
秦
記
に
見
え

た
り
。

龍
顔　

漢
の
高
祖
は
龍
の
子
也
。
此
の
人
、
父
を
ば
大
公
と
云
き
。

母
を
ば
劉り
う
を
う媼

と
云
。
其
母
、大
沢
の
堤
に
ひ
る
寝
を
し
た
り
し
に
、

空
俄
に
曇
り
て
雲
下
た
り
。
雷
電
せ
し
か
ば
、
大
公
往
て
見
け
れ

ば
、
劉
媼
の
上
に
龍
の
と
つ
ぎ
け
る
を
見
た
り
。
其
後
ほ
ど
な
く

懐
妊
し
て
子
を
産
む
。
其
子
の
顔
に
龍
の
気
色
あ
り
。
高
準
と
て

鼻
高
に
し
て
鬢び
ん
ひ
げ髯
う
る
は
し
く
、
左
の
も
ゝ
に
七
十
二
の
黒
子
あ

り
。
力
ら
世
の
人
に
過
ぎ
、
心
至
て
賢
か
り
き
。
名
は
劉
季
と
云

し
也
。
高
祖
の
お
は
せ
し
所
に
は
、
必
其
上
に
雲
の
た
な
び
き
し

と
也
。
又
高
祖
の
鼻
高
し
、
龍
の
如
し
。
隆
準
と
云
。

　
　

又
漢
に
三
尺
の
斬
蛇
有
て
、四
百
年
の
基
を
発を
こ

す
と
云
諺
有
り
。

此
斬
蛇
は
、か
ん
し
や
う
ば
く
や
が
打
し
三
尺
の
釼
を
云
。
高
祖
、

元
は
民
中
よ
り
出
し
人
也
。
秦
の
始
皇
、驪り

山
宮
を
作
ら
る
ゝ
時
、

国
々
よ
り
人
夫
を
呼
し
也
。
此
の
時
、
高
祖
も
人
夫
の
奉
行
に
成

て
都
へ
行
く
時
、
人
夫
を
先
き
へ
立
て
行
し
に
、
人
夫
か
へ
り
て
、

道
に
大
な
る
蛇
出
て
道
に
横
た
は
り
て
行
く
道
な
し
、
是
よ
り
帰

り
玉
へ
と
云
け
る
を
、
高
祖
聞
て
、
如
此
達
者
な
者
斗
行
く
と
て
、

何
ぞ
恐
る
ゝ
事
な
し
と
て
、
恐
る
ゝ
気
色
も
な
く
進
ん
で
釼
を
ぬ

き
、
大
蛇
を
ま
ん
中
よ
り
何
の
苦
も
な
く
切
り
玉
ふ
故
、
蛇
二
つ

に
分
れ
て
死
け
る
と
也
。故
に
安
々
と
道
開
け
て
通
ら
れ
し
と
也
。

跡
よ
り
来
れ
る
日
用
の
者
共
、
追
付
て
云
や
う
、
只
今
通
る
所
に

大
蛇
の
切
殺
さ
れ
た
る
有
り
。
其
の
傍
に
一
人
の
嫗
有
て
、
夜
る
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泣
く
故
に
、
何
ゆ
へ
に
哭
す
と
問
ふ
。
嫗
対
て
曰
、
吾
が
子
は
白

帝
子
也
。
化
し
て
成
蛇
（
蛇
と
成
り
）
道
に
出
た
る
に
、
今
赤
帝

子
の
為
め
に
斬
ら
る
。
故
に
泣
く
と
云
て
、
嫗
忽
に
不
見
（
見
え

ず
）。
不
思
議
の
事
也
。
嫗
が
高
祖
を
赤
帝
子
と
云
ふ
時
は
、
只

人
に
は
非
ず
。
高
祖
は
神
の
化
身
な
る
べ
し
と
云
し
と
也
。
赤
帝

子
は
南
方
を
司
る
日
の
神
也
。
白
帝
子
は
西
方
を
司
る
神
也
。
嫗

は
白
帝
子
の
母
と
見
ゆ
る
也
。
高
祖
、
是
を
聞
て
、
然
ら
ば
我
兼

て
身
に
龍
の
鱗
生
し
。
今
の
奇
瑞
を
聞
く
時
は
、
末
に
は
天
下
を

も
取
る
べ
し
と
頼
も
し
く
思
は
れ
し
と
也
。
是
よ
り
謀
叛
の
気
ざ

し
を
こ
り
し
也
。故
に
其
の
頃
の
勇
者
共
も
此
の
事
を
伝
へ
聞
て
、

段
々
に
高
祖
に
思
ひ
付
て
幕
下
に
随
し
と
也
。
夫
よ
り
諸
侯
に
む

け
て
名
を
沛
公
と
云
。
秦
の
始
皇
を
亡
し
て
前
漢
の
高
祖
と
云
し

也
。

る
り
君　

光
る
源
氏
の
弟
也
。

温
公　

常
に
丸
き
枕
を
し
て
寝
し
と
也
。
是
は
寝
て
も
こ
け
る
や
う

に
し
て
、
学
文
を
励
し
人
と
也
。

小
野
篁　

清
原
の
夏
野
大
臣
の
聟
に
成
ら
ん
と
て
、
艶
書
を
作
て
自

ら
持
て
彼
大
臣
の
亭
へ
往
き
た
り
け
る
に
、
其
と
き
大
臣
、
只
人

に
は
あ
ら
ず
と
知
て
、
我
が
娘
を
ば
女
御
后
に
奉
ら
ん
と
思
へ
ど

も
、
こ
の
人
あ
や
し
き
相
あ
る
人
な
れ
ば
、
可
背
（
背
く
べ
き
）

に
あ
ら
ず
と
て
聟
に
取
り
つ
。
其
後
一
両
年
も
す
ぎ
て
、
大
臣
俄

に
失
せ
玉
ひ
ぬ
。
閻
魔
王
宮
に
至
て
見
れ
ば
、
む
こ
の
篁
宰
相
、

執
筆
の
臣
に
て
居
た
り
。
あ
さ
ま
し
と
思
程
に
罪
の
沙
汰
ど
も
あ

り
け
る
に
、
露
云
ふ
事
も
な
か
り
け
る
。
大
臣
、
な
ど
一
と
言
葉

は
よ
き
さ
ま
に
申
さ
れ
ざ
ら
ん
と
恨
思
ふ
ほ
ど
に
、
既
に
悪
趣
へ

遣
す
べ
き
に
定
め
ら
る
ゝ
時
、
篁
卿
申
て
云
く
、
か
れ
は
金
泥
の

大
般
若
経
を
書
て
供
養
せ
ん
と
云
ふ
宿
願
侍
り
。
閻
浮
に
か
へ
さ

る
べ
き
に
や
侍
ら
ん
と
申
す
。
げ
に
も
と
て
、
か
へ
さ
る
と
思
て

よ
み
が
へ
る
。
其
後
、
大
臣
か
の
経
を
急
て
供
養
せ
ら
れ
け
り
。

さ
て
大
臣
、
姫
君
に
此
の
宰
相
、
い
か
な
る
事
か
有
と
問
玉
ひ
け

れ
ば
、
昼
三
時
夜
三
時
、
ね
む
る
こ
と
な
ん
侍
る
と
答
け
れ
ば
、

そ
れ
し
か
あ
ら
ん
、
彼
れ
は
閻
魔
王
宮
の
執
筆
の
臣
に
て
あ
り
し

ぞ
と
の
た
ま
ひ
け
り
。
か
く
て
篁
卿
、
車
に
乗
て
愛を
た
ぎ
の宕

寺
の
内
へ

入
玉
ひ
ぬ
。
塔
の
ほ
と
り
に
て
、車
な
が
ら
地
の
底
へ
入
に
け
り
。

其
後
な
が
く
見
え
ず
と
ぞ
。
其
跡
、
今
の
東
山
六
道
と
云
所
と
な

ん
。

粥か
ゆ
よ
う
く
う

能
喰　

細
川
幽
斎
公
の
茶
坊
主
の
名
也
。

椽ゑ
ん
よ
う
は
く

能
掃　

右
に
同
。

が
ら
ん
神　

あ
れ
る
神
の
こ
と
也
。
人
に
も
用
ゆ
。
句
に
、
又
酔
ふ

て
抜
く
裏
店
の
が
ら
ん
神
。

か
た
糸
鳥　

蘇
武
が
事
。

猿
源
治　

鰯
類
の
魚
売
し
者
也
。
嶋
原
に
て
似
せ
大
尽
に
成
て
、
女

郎
を
買
、
床
入
し
て
寝
言
に
、
い
わ
し
こ
ん
〳
〵
と
呼
た
る
由
。

更か
う
え
い嬴　

此
の
人
、
虚き
よ
は
つ発
と
て
、
虚
空
に
矢
を
は
な
ち
て
鳥
を
射
る
こ

と
を
得
た
り
。
折
し
も
王
の
前
に
て
雁
の
東
よ
り
西
に
過
る
声
を

聞
て
、
虚
発
し
て
射
落
し
け
り
。
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か
よ
ふ
浮
木　

是
は
漢
の
武
帝
、
張
騫
と
云
方
士
に
、
天
の
川
の
水

上
を
見
せ
に
遣
さ
れ
け
れ
ば
、
浮
木
に
乗
て
天
の
川
に
至
り
、
織

女
に
逢
ひ
て
、
し
る
し
を
請こ

ふ
に
、
織
女
、
は
た
物
の
石
を
あ
た

へ
た
り
。
持
て
か
へ
り
て
武
帝
に
奏
す
。
帝
信
ぜ
ず
し
て
庭
上
に

捨
を
か
れ
た
り
。
東
方
朔
が
見
て
云
く
、
如
何
な
れ
ば
織
女
の
は

た
物
の
石
は
爰
に
来
れ
る
ぞ
と
云
に
、
帝
是
に
信
じ
玉
ふ
と
ぞ
。

東
方
朔
は
破
軍
星
の
精
に
て
、
在
世
の
内
、
天
ノ
一
宿
か
け
た
り
。

死
し
て
後
、
天
上
に
か
へ
り
け
る
や
、
又
其
の
一
宿
、
明
か
成
し

と
也
。

か
り
わ
ら
は　

山
臥
を
云
。
か
ら
わ
ら
は
と
も
。

鹿
嶋
姥　

取
揚
姥
也
。

大
実
坊　

西
行
法
師
の
事
。
円
位
上
人
と
も
号
。

奪だ
つ

衣ゑ

婆ば　

三
途
川
の
姥
也
。

笋
姥　

江
戸
堺
町
、
歌
舞
妓
子
を
抱
へ
て
金
を
借
し
け
る
也
。

橘
隆
庵　

名
医
也
。
片
腕
切
落
さ
れ
て
も
療
治
せ
し
人
也
。

蒼
頡　

文
字
を
作
し
人
。
眼
四
つ
有
し
と
ぞ
。

鶴
比
丘
尼　

お
つ
る
と
云
比
丘
尼
也
。

津
打
九
平
次　

狂
言
の
作
者
也
。

猫
先
生　

江
戸
の
人
。
儒
者
也
。
猫
を
多
く
飼
て
愛
せ
し
人
と
ぞ
。

な
ら
茶
坊
主　

異
人
也
。
道
人
也
。
異
形
に
し
て
乞
食
に
似
た
る
者

也
。

藍ら
ん
き
ゃ
う喬　

常
に
笛
を
吹
、
詩
を
賦
し
た
る
仙
人
也
。
肆
に
出
て
酒
を
呑

む
こ
と
、
一
度
に
七
八
斗
也
。
身
の
軽
き
事
、
足
の
下
に
紙
数
十

枚
置
て
、
一
枚
づ
ゝ
拽ひ
か

し
む
る
に
、
一
つ
も
破
る
ゝ
こ
と
な
か
り

し
と
也
。

紫
の
雲　

后
の
事
也
。

虚う
つ

暮ぼ
つ

々ゝ　

馬
鹿
の
事
。

く
ろ
が
も　

中
間
共
を
云
。
大
名
衆
の
中
間
也
。
紺
の
物
を
き
る
故

也
。

綰く
は
ん
り
う柳　

唐
に
て
人
に
別
る
ゝ
時
は
、
柳
を
む
す
ん
で
別
る
ゝ
也
。
巴

水
橋
に
て
五
柳
先
生
、
人
に
別
る
ゝ
と
き
の
古
事
な
り
。
日
本
に

て
は
、
別
れ
に
節
分
の
大
豆
を
喰
せ
て
立
す
る
也
。

山
男　

山
に
出
る
化
物
也
。

撃げ
き
や
う甕　

司
馬
温
公
の
古
事
也
。

李
衛
公　

此
の
人
、
道
に
迷
て
離
宮
に
宿
り
し
か
ば
、
龍
の
雨
を
降

ら
す
る
こ
と
を
頼
て
、
小
き
つ
ぼ
と
馬
と
を
渡
し
、
馬
に
乗
て
、

何
処
に
て
も
此
の
馬
の
を
ど
り
い
な
ゝ
く
処
に
て
、
瓶
の
水
を
一

滴
づ
ゝ
落
せ
。
か
ま
へ
て
多
く
落
す
な
と
教
し
か
ば
、
李
衛
、
心

得
た
り
と
て
行
時
に
、
我
故
郷
の
上
を
通
る
と
き
、
日
で
り
な
き

の
為
に
と
て
、
三
十
滴
余
り
落
す
。
此
水
一
滴
が
、
地
上
に
て
は

三
尺
に
成
る
故
に
、
故
郷
は
大
水
出
て
、
平
地
に
水
三
丈
程
あ
り

し
と
也
。
私
す
れ
ば
、
か
へ
つ
て
害
と
成
た
と
へ
也
。

髪け
ん
つ
け少　

髪
、
斑
に
生
へ
た
る
女
を
云
。
見
苦
し
き
也
。

斧ふ

柯か　

王
質
の
古
事
有
。

巨こ

霊
人　

虎
を
愛
せ
し
大
力
也
。
山
を
も
引
く
ず
し
た
る
人
也
。
或

る
句
に
、
月
の
入
る
山
に
昔
の
人
も
が
な
。
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児
玉
貞
庵　

医
者
也
。
句
に
、
百
俵
を
堀
る
貞
庵
が
鍬
。
加
賀
様
に

て
手
柄
在
て
、
百
俵
下
さ
れ
し
と
也
。
若
殿
御
病
気
の
時
、
木
に

て
鍬
を
作
り
、
庭
へ
毎
日
出
て
地
を
ほ
ら
せ
た
と
也
。

木
の
葉
医
者　

は
や
ら
ぬ
や
ぶ
医
者
を
云
。

江
士
清　

此
人
、
月
の
あ
か
き
夜
は
屋
上
に
出
、
月
の
光
を
以
て
書

を
よ
み
、
月
か
た
む
け
ば
、
光
を
追
て
終
夜
、
文
を
よ
み
し
人
也
。

文
選
の
註
に
出
た
り
。

小
松
姥　

取
揚
姥
也
。

燕
丹　

燕
王
の
太
子
也
。
名
は
丹
也
。
秦
国
へ
人
質
に
と
ら
れ
て
有

け
る
が
、
秦
王
な
さ
け
な
か
り
け
れ
ば
、
燕
の
国
へ
か
へ
し
玉
へ

と
云
け
れ
ば
、
秦
王
あ
ざ
け
り
て
、
烏
の
頭
白
く
成
り
、
馬
に
角

生
た
ら
ん
時
、
汝
を
ゆ
る
し
か
へ
さ
ん
と
云
け
れ
ば
、
太
子
、
天

に
仰
ぎ
て
曰
、
天
、
我
が
心
を
察
せ
よ
。
地
に
伏
て
歎
て
曰
、
地
、

我
が
心
を
推
せ
よ
と
云
け
れ
ば
、
頭
の
白
き
烏
飛
来
て
、
秦
王
の

殿
の
上
に
居
た
り
。
又
額
に
角
生
た
る
馬
、宮
中
に
走
り
来
れ
り
。

秦
王
、
大
に
驚
て
、
丹
を
か
へ
す
。
史
記
に
見
た
り
。

趙て
う
と
ん遁

鉏そ

倪げ
い　

趙
遁
と
云
者
、
晋
の
霊
公
を
ふ
か
く
諫
け
れ
ば
、
霊
公

安
か
ら
ず
思
て
、
鉏
倪
と
云
力
士
を
遣
し
て
、
遁
を
殺
さ
ん
と
し

け
り
。
倪
、
彼
れ
が
家
に
至
て
見
れ
ば
、
遁
、
夜
深
く
起
き
て
装

束
し
て
居
た
り
。
夜
の
明
る
を
待
て
、
主
の
朝
に
ま
い
ら
ん
と
思

へ
る
気
色
也
。
倪
、
是
を
見
て
思
へ
ら
く
、
若
し
遁
を
殺
さ
ば
不

忠
也
。
か
れ
が
志
に
我
ま
さ
る
べ
き
に
非
ず
。
若
し
又
殺
さ
ず
は

自
ら
君
命
を
背
き
な
ん
と
す
。
不
如
（
如
か
ず
）、
吾
命
を
捨
ん

に
は
と
云
て
頭
を
槐と
こ

木ぎ

に
ふ
れ
て
死
け
り
。
史
記
に
見
た
り
。

丁て
い
れ
い令

威い　

仙
術
を
得
て
去
り
し
後
、
鶴
と
成
て
花
亭
に
か
ゑ
り
、
華と
り

表い

の
上
に
居
て
、
丁
令
威
、
家
を
去
る
こ
と
千
年
に
し
て
今
還
り

来
る
と
鳴
け
り
と
、
神
仙
伝
に
見
。

伝
内　

獣
に
藝
を
付
し
人
也
。

あ
か
ゞ
り
惣
八　

東
照
宮
よ
り
下
さ
れ
た
る
名
に
て
、
代
々
名
主
、

今
に
江
戸
に
あ
り
。
句
に
、
惣
八
が
あ
か
ゞ
り
天
下
道
具
な
り
。

赤
子
坊
主　

臍
に
赤
子
の
形
ち
成
る
物
有
る
、
生
れ
そ
こ
な
ひ
の
人

也
。

三
屋
の
馬
鹿　

た
ゝ
き
金
を
持
て
か
け
ま
は
る
者
也
。
足
早
成
る
こ

と
に
喩
る
道
具
也
。
あ
り
く
事
、
極
て
早
足
な
り
。

佐
々
木
姥　

取
揚
姥
也
。
句
に
、
腹
帯
を
〆
る
指
図
も
佐
々
木
姥
。

笹
の
才
蔵　

戦
場
に
て
首
を
取
て
、口
の
中
へ
笹
を
入
を
き
し
人
也
。

そ
れ
ゆ
へ
か
く
云
。
福
嶋
太
夫
の
家
臣
也
。
武
勇
也
。

魏
文
帝　

限
り
な
く
馬
を
愛
し
玉
ひ
け
り
。
御
狩
に
出
ん
と
て
、
馬

を
ひ
き
立
、
朱
建
平
と
云
者
に
、
此
馬
、
相
せ
よ
と
仰
ら
れ
け
れ

ば
、
打
見
て
、
い
み
じ
き
御
馬
に
て
は
侍
れ
ど
も
、
只
今
死
す
る

相
こ
そ
侍
れ
と
申
け
れ
ば
、
帝
、
何
ゆ
へ
に
か
唯
今
死
な
ん
と
て
、

誠
し
く
思
し
玉
は
ず
。
則
馬
に
乗
ら
ん
と
し
玉
ふ
に
、
御
衣
の
香

し
き
に
馬
驚
き
け
ん
、
帝
の
御
膝
を
喰
ひ
け
れ
ば
、
帝
怒
て
釼
を

ぬ
き
て
指
し
殺
し
玉
ひ
け
り
。
魏
略
に
見
え
た
り
。

橘
中
の
仙　

昔
、
巴
邛
と
云
所
の
庭
に
大
な
る
橘
の
木
有
り
。
霜
の
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後
、
橘
実
を
悉
く
取
納
け
る
に
、
其
中
に
、
た
と
へ
ば
三
四
斗
も

入
り
ぬ
べ
き
器
程
な
る
橘
二
つ
有
り
。
余
り
見
事
也
と
て
残
し
置

け
る
。
或
る
時
、
人
を
木
に
の
ぼ
せ
、
此
二
つ
の
橘
を
取
ら
せ
見

る
に
、
重
き
こ
と
は
常
の
橘
の
如
し
。
割
て
開
き
て
見
れ
ば
、
各

二
人
の
叟を
き
な

有
、
相
対
し
て
象ご
を
う
つ棋
。
身
一
尺
余
り
、
か
た
り
笑
て
自

若
と
や
す
ら
か
也
。
誠
に
橘
中
の
楽
み
、
商
山
に
を
と
ら
ず
。
但

し
根
を
深
く
し
、
蔕ほ
ぞ

（
左
訓
「
へ
た
」）
を
固
く
す
る
こ
と
を
得

ず
と
云
り
。
是
は
橘
中
に
居
て
楽
む
こ
と
は
術
を
得
た
れ
ど
も
、

橘
を
も
ぎ
と
ら
る
ゝ
こ
と
、
せ
ん
方
な
し
と
云
へ
る
心
也
。
一
人

の
叟
の
云
、
僕や
つ
が
れ

こ
と
に
飢ひ
だ
る
し虚

、
龍お
う
が
ん眼

脯ほ

と
云
ふ
物
を
食
ん
と
て
、

袖
の
中
よ
り
一
つ
の
草
の
根
を
抽ぬ
き

出
し
、
皆
是
を
け
づ
り
食
す
。

食
し
訖を
わ
り

て
口
を
す
ゝ
い
で
吐
け
ば
、此
草
の
か
み
し
だ
き
た
る
が
、

忽
ち
化
し
て
龍
と
な
る
。
四
人
共
に
龍
に
乗
て
行
し
と
ぞ
。
是
、

商
山
の
四
皓
也
。

蓑み
の

衣
笠
之
助　

代
々
代
官
也
。
上
よ
り
被
下
た
る
名
也
。
東
照
宮
よ

り
下
さ
れ
た
る
也
。
句
に
、
か
く
る
ゝ
字
な
し
笠
の
す
が
み
の
。

仁
公
子　

釣
を
好
ん
で
糸
二
筋
、
竿
に
付
け
、
両
の
魚
を
釣
し
人
。

宿し
ゆ
く
な那　

首
手
足
、
二
人
前
有
し
人
也
。
句
に
、
色
の
宿
那
を
み
た
り

頬
ず
り
。

白
雪
の
曲　

師し

曠こ
う

と
云
人
、
四
月
の
こ
ろ
、
琴
を
弾
く
に
白
雪
の
曲

を
ひ
き
け
れ
ば
、
天
、
大
に
く
も
り
、
雪
ふ
り
ま
が
ひ
、
琴
の
上

に
飛
び
け
る
と
也
。

干
鱈
先
生　

大
儒
也
。
常
住
の
食
事
に
干
鱈
を
好
ん
で
喰
ふ
故
、
此

の
名
有
り
。

せ
こ　

夫
の
事
也
。
背せ

子こ

と
云
。
我
せ
こ
が
来
べ
き
宵
也
さ
ゝ
が
に

の
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も
。

せ
な　

右
に
同
じ
。

甯ね
い
ゑ
つ越　

と
云
し
人
、
年
三
十
に
成
る
ま
で
自
ら
耕
し
な
ど
し
て
、
い

た
み
く
る
し
め
り
。
い
か
で
か
此
の
苦
み
を
ま
ぬ
か
れ
ん
と
云
け

れ
ば
、
人
語
て
曰
、
学
す
る
事
、
三
十
年
に
し
て
ぞ
ま
ぬ
か
れ
ん
。

然
れ
ど
も
、
君
は
齢
闌た
け

た
り
。
学
す
と
も
得
じ
と
云
け
れ
ば
、
甯

が
曰
、
他
人
食
す
と
も
吾
は
不
食
（
食
せ
ず
）、
他
人
寝
る
と
も

吾
は
不
寝
（
寝
ず
）
と
云
て
、以
夜
継
日
（
夜
を
以
て
日
に
継
ぎ
）、

積
十
五
年
（
十
五
年
を
積
て
）
以
て
当
三
十
年
（
三
十
年
に
当
ん
）

と
云
て
、
寝
食
を
忘
て
学
び
け
れ
ば
、
七
年
と
云
に
、
六
箇
国
の

刺
史
と
て
国
守
に
な
り
、
後
に
は
周
の
武
王
の
師
と
成
に
け
り
。

春
秋
列
伝
に
見
え
た
り
。

尚
歯
会　

是
は
齢
を
貴
ぶ
事
也
。七
人
の
老
翁
を
な
ら
べ
て
敬
ふ
也
。

官
位
種
姓
の
貴
賤
を
も
云
は
ず
、
只
年
の
高
き
を
上
に
居
へ
、
先

に
立
て
敬
ふ
也
。
此
会
、
唐
家
よ
り
起
て
此
の
朝
に
伝
は
れ
り
。

摸も
り
や
う稜

の
手　

新
唐
書
列
伝
二
十
九
、
蘇
味
道
が
伝
に
曰
、
味
道
為
相

（
相
と
為
る
）
云
々
、
嘗
て
語
人
（
人
に
語
り
て
）
曰
、
決
事
不

欲
明
白
（
事
を
決
す
る
に
明
白
な
ら
ん
こ
と
を
欲
せ
ず
）、
誤
則

有
悔
、
摸
稜
持
両
端
（
両
端
を
持
し
て
）
可
也
。
世
に
号
蘇
摸
稜

（
蘇
の
摸
稜
と
号
す
）。

　
　

扨
、
摸
稜
と
は
、
か
ど
を
ひ
ね
る
と
読
む
。
物
の
四
角
な
る
角
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を
さ
ぐ
る
を
、
一
と
な
で
に
両
方
へ
手
が
か
ゝ
る
ぞ
。
ど
ち
へ
も

つ
か
ぬ
事
を
云
。
蘇
味
道
、
公
事
訴
訟
を
聞
く
に
、
一
方
に
斗
り

理
を
不
付
（
付
け
ず
）、
両
方
を
兼
て
定
た
り
。
是
を
摸
稜
の
手

と
云
。

童ど
う
し
ん齓　

男
子
八
歳
の
異
名
也
。
齓
は
歯
が
わ
り
と
訓
む
。
男
子
は
八

歳
に
て
歯
か
わ
る
も
の
也
。

馬
鹿　

を
ん
ぢ
い
と
も
つ
か
ふ
。

居い
ぐ
ひ喰
上
戸　

酒
を
呑
て
頭
を
た
ゝ
く
を
云
。
能
の
狂
言
に
、
あ
た
ま

を
た
ゝ
く
狂
言
あ
り
。
居
喰
と
云
狂
言
也
。
是
よ
り
出
た
る
名
也
。

弓
取
上
戸　

燗
鍋
ノ
絃つ
る

へ
手
を
か
け
る
故
、
此
名
有
。

鮫こ
う
じ
ん人　

と
云
て
、
水
中
に
住
む
者
あ
り
。
又
、
渕ゑ
ん
か
く客

と
も
云
。
水
中

よ
り
出
て
人
家
に
や
ど
れ
り
。
日
を
重
ね
て
、
う
す
物
の
最い
と

い
み

じ
き
を
織
て
、
市
に
出
し
て
売
せ
た
り
。
さ
て
別
る
ゝ
時
、
主
に

器
を
乞
て
、
泣
て
珠
を
出
し
て
盤
に
み
ち
て
、
あ
た
へ
た
る
と
云

こ
と
、
博
物
志
に
あ
り
。

釜
譜
代　

久
し
き
譜
代
者
の
こ
と
。
男
女
に
不
限
。

寛や
つ
こ闊　

今
云
処
の
奴
也
。

あ
は
ゝ
の
三
太
郎　

た
は
け
を
つ
く
す
者
を
云
。

青
き
鳥　

使
を
云
。
青
鳥
飛
来
る
と
云
り
。

丘　

孔
子
の
名
也
。
頂い
た
ゞ
き

の
な
か
く
ぼ
成
る
こ
と
、
尼
丘
山
の
や
う
に

を
わ
し
け
れ
ば
、
し
か
名
付
る
と
也
。

も
さ
引　

宿
引
也
。
も
さ
は
田
舎
者
の
事
。

先
生　

礼
記
曲
礼
に
鄭
氏
が
註
に
曰
、
先
生
は
老
人
の
教
学
（
学
を

教
る
）
者
也
。
孔
頴
が
疏
に
曰
、先
生
は
師
也
。
謂
師
為
先
生
（
師

を
謂
て
先
生
と
為
る
は
）、
言
心
は
彼
れ
先
先
己
而
生
其
徳
多
厚

（
己
に
先
ん
じ
て
其
徳
を
生
る
、
厚
き
こ
と
多
き
）
也
矣
。
古
今

名
喩
第
二
に
、
論
先
生
為
先
醒
義
（
先
生
を
先
醒
と
為
る
義
を
論

ず
）。

金ぜ
さ
い堀

（
掘
）　

金
堀
を
云
。

青
眼
の
友　

能
き
友
の
事
也
。
晋
の
七
賢
の
中
、
げ
ん
せ
き
が
古
事

也
。

簀す

垣が
き

上
戸　

大
上
戸
を
云
。
何
ほ
ど
酒
を
呑
て
も
腹
に
た
ま
ら
ず
、

下
へ
ぬ
け
る
歟
と
の
下
た
心
に
て
云
也
。

安あ
ん

宅ご　

あ
ん
ご
日ひ

雇や
う

と
て
、
歩
行
に
て
や
と
わ
れ
る
者
を
云
。
又
安

居
の
御
法
と
云
こ
と
あ
り
。
是
を
取
合
て
云
た
る
。
句
に
、
日
雇

の
安
宅
御
法
不
存
。

麻ま

福ふ
く

田だ

丸　

南
都
元
興
寺
の
智
光
法
師
の
事
也
。
元
は
河
内
の
国
に

あ
る
豪
家
の
門
前
の
卑
民
の
子
也
。或
る
大
家
の
姫
を
恋
け
る
が
、

便
り
も
な
く
て
、
其
母
、
麻
福
田
が
文
を
持
ち
行
き
て
姫
に
渡
す

こ
と
折
々
な
り
。
姫
の
曰
、
我
を
恋
し
と
思
は
ゞ
、
先
づ
手
習
抔

を
能
く
し
、
其
の
上
、
学
文
を
は
げ
む
べ
し
と
云
や
り
け
れ
ば
、

実
も
と
て
手
跡
学
問
に
心
を
尽
し
け
る
也
。
其
後
、
出
家
せ
よ
と

す
ゝ
め
け
る
故
、
法
師
に
成
て
修
行
に
出
ん
と
す
。
此
の
時
、
彼

姫
葛
袴
を
送
て
、
歌
を
添
て
や
り
け
る
。
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麻
福
田
が
修
行
に
出
し
玉
は
ゝ
き　

そ
の
片か
た

裩も

を
ば
我
ぞ
ぬ
ひ

て
き

　

一
説
に
、
玉
は
ゝ
き
を
藤
袴
と
云
説
有
り
。
其
後
、
修
行
の
道
に

て
姫
の
死
た
る
こ
と
を
聞
て
、
益
修
学
を
は
げ
み
し
故
に
、
名
を

挙
南
都
号
智
光
法
師（
南
都
に
挙
げ
智
光
法
師
と
号
す
）。或
る
時
、

此
僧
、
夢
中
に
浄
土
に
至
る
。
覚
て
後
、
化
童
来
現
し
て
、
智
光

所
見
（
見
る
所
の
）
浄
土
を
画
図
に
あ
ら
は
し
て
世
に
存
す
。
智

光
の
曼
陀
羅
、是
也
。和
朝
三
曼
陀
羅
の
随
一
也
。智
光
終
焉
の
砌
、

聖
衆
現
前
（
四
字
、
竪
点
を
右
傍
記
）
し
て
正
念
往
生
す
。
此
の

時
門
葉
等
、
行
基
菩
薩
を
招
て
為
唱
導
師
（
唱
導
師
と
為
す
）
云

云
。
時
に
行
基
、
高
座
の
上
に
て
彼
の
姫
の
詠
歌
を
吟
じ
、
人
に

見
せ
玉
い
し
と
也
。
故
に
世
に
此
の
行
基
は
、
彼
の
姫
、
変
成
男

有
て
、
行
基
と
化
し
た
る
か
と
云
説
有
り
。

を
な
み　

女
の
異
名
也
。

池
田
湯
谷　

本
名
を
侍
従
と
云
。
湯
谷
は
母
の
長
が
名
也
。

若
き
女
を　

を
ん
な
と
訓
ず
。

五
十
以
上
の
女
を　

を
う
な
と
訓
ず
。

刀と

負じ　

惣
而
老
女
の
惣
名
也
。
妓
王
妓
女
が
母
の
名
斗
に
非
ず
。

斎
田
七
兵
衛　

水
木
辰
之
助
、
後
に
侍
に
成
た
る
時
の
名
也
。

鼻
平
太　

平
の
清
盛
、
若
き
時
、
未
だ
北
面
之
時
、
常
に
高
足
駄
を

は
き
て
歩
行
し
故
、
京
童
共
、
高
平
太
と
呼
し
也
。
是
を
い
や
が

り
て
扇
を
鼻
へ
当
て
歩
行
け
れ
ば
、
又
そ
れ
を
鼻
平
太
と
呼
し
と

也
。

真
壁
平
四
郎　

奥
州
之
者
也
。
或
る
時
、
主
人
に
木
履
に
て
た
ゝ
か

れ
た
り
。
是
を
遺
恨
に
思
ひ
て
、
発
心
し
て
修
学
怠
ら
ざ
り
し
か

ば
、
博
学
と
成
て
仏
心
和
尚
と
云
。
其
後
、
奥
州
（
数
文
字
空
白
）

の
住
職
に
、彼
の
主
人
よ
り
招
請
せ
ら
れ
て
行
し
と
也
。彼
の
た
ゝ

か
れ
た
る
木
履
の
歯
を
、
錦
の
袋
に
入
て
持
行
き
し
と
也
。

関
四
郎　

去
る
関
白
の
御
子
也
。
男
伊だ

達て

を
好
み
玉
い
し
人
也
。
故

に
関
四
郎
と
呼
し
也
。
松
平
紀
伊
守
殿
の
諸
司
代
の
時
分
也
。

　
　

支
躰

癈は
た
け　

㒵
に
あ
る
、
そ
ば
か
わ
の
事
也
。

挑ち
や
う

灯ち
ん

頭あ
た
ま　

惣
髪
の
事
。
四
方
が
み
と
云
心
。

離
魂
病　

二
人
に
見
ゆ
る
病
也
。

か
つ
ら
髭　

お
も
づ
ら
髭
也
。
か
つ
ら
を
掛
た
る
様
に
生は
へ
る

也
。

　

＊
こ
の
記
事
は
『
匠
材
集
』
を
引
く
。

柘
榴
鼻　

赤
き
鼻
を
云
。
病
に
有
。

蛇じ
や

皮ひ

面づ
ら　

疱
瘡
の
ひ
き
つ
り
た
る
也
。
疱あ
ば
た瘡

顔
と
も
用
。

夕
顔
頭あ
た
ま　

は
げ
あ
た
ま
の
こ
と
也
。

如
来
手　

碁
を
う
つ
時
の
手
つ
き
を
云
。

点ぼ
う
〳
〵
ま
ゆ眉　

天
上
人
の
眉
の
上
に
●
、
如
是
成
物
を
云
。

と
こ
の
海　

涙
也
。

篭
耳　

物
を
聞
て
終
忘
る
ゝ
也
。
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俵た
は
ら

指ゆ
び　

指
に
俵
の
如
き
筋
有
を
云
。
俵
筋
と
も
。

意
馬　

心
の
こ
と
也
。

鑓
お
と
が
い　

お
と
が
い
の
長
き
を
云
。

半ふ
た
な
り月　

男
女
の
婬
門
、
一
人
に
そ
な
へ
た
る
者
を
云
。
句
に
、
横
に

な
る
の
は
半
月
が
川
流
れ
。

天
竺
肌　

左
の
方
の
肌
を
ぬ
ぐ
こ
と
也
。

小
豆
疱
瘡　

い
も
の
跡
の
赤
く
見
ゆ
る
を
云
。

早さ
な
へ苗
髪　

後
家
の
切
し
髪
の
事
。

明め
う
ば
ん礬
泪　

め
う
ば
ん
を
目
に
ぬ
り
て
泪
を
出
す
を
云
。

と
こ
の
海　

泪
也
。

三み

敷ふ

の
印　

手
を
如
此
し
た
る
を
云
（
掌
の
中
央
を
少
し
ふ
く
ら
ま

せ
て
両
手
を
合
わ
せ
た
形
を
真
上
か
ら
見
た
絵
）。

（
し
お
む
ら　

こ
う
）


